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本
日
は
、
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
平
成
十
九
年
五
月
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

安
芸
高
田
市
長

児
玉
更
太
郎
さ
ま
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
方
に
は
公
私
と
も
に
大
変
ご
多
用
の
な
か
、

ま
げ
て
ご
臨
席
を
賜
り
本
総
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
農
繁
期
の
ご
多
忙
の
な
か
、
多
く
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
総
会
を
盛
大

に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

統
合
い
た
し
ま
し
て
二
年
、
ま
だ
ま
だ
地
域
間
に
温
度
差
の
あ
る
中
で
役
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
理
事
会
に
部
会

並
び
に
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
組
織
創
り
を
主
体
に
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
事
業
報
告
書
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
平
成
十
八
年
の
事
業
計
画
で
あ
り
ま
し

た
職
群
班
の
編
成
、
ま
た｢

見
積
・
請
負｣

の
適
正
化
に
つ
い
て
は｢

見
積
・
請
負
調
査
研
究
委
員
会｣

を
設
置

し
、
手
引
の
作
成
等
に
多
大
な
ご
努
力
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
我
が
国
に
於
け
る
経
済
情
勢
は
、
景
気
が
若
干
上
向
き
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
世
界
の
不
安
定

な
社
会
情
勢
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
の
中
で
雇
用
の
不
安
が
今
な
お
続
き
、
事
業
経
営
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
平
成
十
八
年
度
事
業
実
績
は
契
約
金
額

が
前
年
度
を
三
百
五
十
万
円
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
要
因
は
、
長
引
く
経
済
状
況
低
迷
に
よ
る
一

般
家
庭
か
ら
の
請
負
額
の
減
少
や
、
天
候
不
順
に
よ
る
影
響
、
公
共
・
民
間
企
業
か
ら
受
託
し
て
い
た
継
続
の
仕

事
の
減
少
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
は
中
山
間
地
特
有
の
過
疎
化
・
少
子
化
・
高
齢
化
の
地
域
で
あ
り
、
四
月
一
日
現
在
の
人
口
は
三

万
三
千
二
百
二
十
三
人
で
、
そ
の
内
六
十
歳
以
上
の
人
口
が
一
万
二
千
九
百
七
十
三
人
と
、
実
に
三
十
九
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
が
シ
ル
バ
ー
人
口
と
い
う
超
高
齢
の
市
で
あ
り
ま
す
。

我
々
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
は
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る
高
齢
者
で
は
な
く
、
社
会
を
支
え
、
地
域
活
性

化
の
主
役
と
し
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
会
員
で
あ
り
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
織
強
化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
組
織
体
制
の
確
立
を
図
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
で
あ
り
ま
す｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助｣

の
も
と｢

安
全
が
す
べ
て
に
優
先
す
る｣

を
念
頭
に
置
き
、

法
律
を
遵
守
し
た
適
正
な
就
業
と
、
正
し
い
見
積
り
で
発
注
者
と
適
正
な
請
負
契
約
を
結
び
、
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
が｢

誰
で
も
、
何
時
で
も
、
何
処
で
も｣

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
参
画
で
き
る
体
制
の

も
と
に
、
安
芸
高
田
市
の
市
民
三
万
三
千
余
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
会
員
と
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
、
平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
事
業
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
を
充
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
市
行
政
並
び
に
関
係
者
各
位
の
更
な
る
ご

支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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平成19年度収支予算書 自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日 (単位：千円)� 事業活動収支の部 � 投資活動収支の部

科 目 本年度
当初予算額

前年度
当初予算額

増 減 備 考
科 目 本年度

当初予算額
前年度
当初予算額

増 減 備 考
大 中 科 目 大 中 科 目
１. 事業活動収入 １. 投資活動収入

固定資産売却収入 ２ 11 △９受 託 事 業 収 入 189,970 197,110 △7,140
敷金･保証金等戻り収入 １ 10 △９ 自動車リサイクル料金に

伴う預託金相当額の収入独 自 事 業 収 入 2,755 2,595 160
特定資産取崩収入 4,850 6,000 △1,150 減価償却引当預金及び運営

資金積立預金の取崩収入会 費 収 入 1,377 1,477 △100
投資活動収入計 4,853 6,021 △1,168補 助 金 等 収 入 50,823 55,583 △4,760 国庫補助金 (Ｃランク)
２. 投資活動支出負 担 金 収 入 100 100 0
固定資産取得支出 1,502 1,901 △399寄 付 金 収 入 １ １ 0
敷金･保証金等支出 20 50 △30 自動車リサイクル料特定資産運用収入 １ １ 0 預貯金の利息収入
特定資産取得支出 3,000 2,000 1,000 減価償却引当預金及び運

営資金積立預金へ雑 収 入 51 51 0
投 資 活 動 支 出 計 4,522 3,951 571事業活動収入計 245,078 256,918 △11,840
投 資 活動収支差額 331 2,070 △1,739１. 事業活動支出 � 財務活動収支の部

受 託 事 業 支 出 173,200 179,700 △6,500
科 目 本年度

当初予算額
前年度
当初予算額

増 減 備 考独 自 事 業 支 出 2,670 2,480 190
大 中 科 目

安全適正･就業推進費支出 3,514 4,983 △1,469 １. 財務活動収入
普及啓発費支出 1,822 2,454 △632 借 入 金 収 入 １ １ 0 短期借入金
就業開拓提供費支出 19,306 17,034 2,272 財務活動収入計 １ １ 0
調査研究費支出 265 868 △603 ２. 財務活動支出
福祉･家事援助費支出 4,251 4,337 △86 借入金返済支出 １ １ 0 短期借入金返済金
ＳＰ事業費支出 0 1,098 △1,098 財務活動支出計 １ １ 0

２. 管理費支出 財務活動収支差額 0 0 0
人 件 費 支 出 34,039 35,951 △1,912 � 予備費 6,027 1,081 4,946
一般運営費支出 9,315 9,932 △617 当 期 収 支 差 額 △9,000 △930 △8,070
事業活動支出計 248,382 258,837 △10,455 前 期 繰越収支差額 9,000 930 8,070

事 業 活動収支差額 △3,304 △1,919 △1,385 次 期 繰越収支差額 0 0 0

���������������わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
都
市
部
に
お
い
て
は
企
業
収
益
の
改

善
な
ど
に
拡
が
り
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
雇
用
の
需
要
が
拡
大
し

個
人
消
費
も
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
間
の
回
復
力
は
、
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

と
り
わ
け
中
山
間
地
域
に
属
す
る
安
芸
高
田
市
に
お
い
て
は
沿
岸

都
市
部
の
よ
う
な
景
気
回
復
が
実
感
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
し
て
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
は
諸
外
国
に
類
を
見
な
い
速
度

で
進
行
し
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
行
は
労
働
力
人
口
の
減
少
、
年

金
、
医
療
、
福
祉
面
で
の
社
会
的
負
担
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助｣

の
基
本
理
念
の
も

と｢

安
全
が
全
て
に
優
先
す
る｣

を
念
頭
に
置
き
、
会

員
の
組
織
運
営
の
参
加
促
進
を
呼
び
か
け
、
自
主
財
源
の
拡
充
確

保
等
、
会
員
、
役
員
、
職
員
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
組
織
体
制

の
充
実
と
強
化
を
図
り
、
市
民
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー

を
目
指
し
、
次
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

�������事業の実施につい
て
は
、
役
員
会
、
各
部
会
、
各
委
員
会
等

を
中
心
に
各
種
会
議
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
い
て

具
体
的
に
審
議
し
、
そ
の
計
画
や
実
施
を
行
い
ま
す
。

���
…
…
…
各
部
会
、
委
員
会
に
お
い
て
必
要
な
案
件
を
具
体

的
に
執
行
、
そ
の
他
総
会
の
議
決
を
要
し
な
い
業

務
等
の
執
行
に
関
す
る
事
項
の
協
議

����
…
…
補
助
金
の
確
保
、
組
織
体
制
、
地
域
班
の
活
性
化
、

行
政
機
関
及
び
関
係
団
体
と
の
連
携
等

����
…
…
職
群
班
の
編
成
・
活
性
化
、
講
習
会
の
開
催
、
見

積
・
請
負
等

����
…
…
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
情
報
収
集
、

講
習
会
開
催
、
女
性
会
員
入
会
促
進

����
…
…
市
民
、
会
員
ヘ
セ
ン
タ
ー
情
報
の
提
供
、
各
種
普

及
啓
発

����������
…
事
故
の
未
然
防
止
、
事
故
後
の
対
応
、
講
習
会
の

開
催

平平成成1199年年５５月月3300日日通通常常総総会会
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本
日
こ
こ
に
、
社
団
法
人
安
芸
高
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
総
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
一
言
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
連
帯
、

地
域
の
活
性
化
、
そ
し
て
高
齢
者
の
社

会
参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
に
取
り
組

ま
れ
、
今
日
の
発
展
を
遂
げ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
会
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
並
び
に

役
職
員
の
熱
意
と
ご
努
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
の
な
か
、

安
芸
高
田
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
高
齢

化
率
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
本

格
的
な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
戦
後
の
団
塊
の
世
代
の
退

職
時
期
が
直
近
に
迫
り
、
益
々
高
齢
者

福
祉
施
策
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。高

齢
者
の
皆
様
が
地
域
に
お
い
て
お

元
気
で
、
生
き
生
き
と
、
そ
し
て
ご
自

分
の
能
力
を
生
か
し
て
生
活
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
安
芸
高
田
市
に
活
力
を

生
み
出
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
活
性
化

に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

市
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
で
あ
る

｢

住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り｣

の
も
と
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
で
も
ご
ざ

い
ま
す｢
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助｣

は
、
正
に
地
域
の
一
体
感
の
醸
成
と
地

域
振
興
を
目
指
す
も
の
と
確
信
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

は
、
地
域
活
性
化
施
策
、
高
齢
者
福
祉

施
策
の
大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
、
で
き
る
限
り
の
ご
支
援
を
い
た

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
、

社
会
や
家
庭
か
ら
愛
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
、

そ
し
て
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季
節
を
迎
え
、

本
日
は
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
平
成
十
九
年
五
月
通
常
総

会
が
、
会
員
の
皆
様
方
多
数
ご
出
席
の

も
と
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
好
転
の

兆
し
が
見
え
始
め
た
と
は
い
え
、
地
域

経
済
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
就
労
促
進
と
生
き
が
い
対
策

の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
積
極
的
な
事

業
を
展
開
さ
れ
、
着
実
に
業
績
を
伸
ば

し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
坪
井
克
己
理
事
長

様
を
は
じ
め
、
役
員
や
会
員
の
皆
様
方

の
ご
努
力
の
賜
と
、
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
今
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
数
年

後
に
は
、
団
塊
の
世
代
が
シ
ル
バ
ー
時

代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
新
し
い
時

代
を
展
望
し
た
事
業
運
営
が
必
要
に
な
っ

て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
一
層

重
要
な
役
割
を
担
わ
れ
、
ご
発
展
さ
れ

ま
す
こ
と
を
、
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

健
康
で
働
く
意
欲
を
持
っ
た
高
年
齢
者

の
皆
さ
ん
が
、
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た

経
験
と
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
、
活
力

あ
る�
地
域
社
会
づ
く
り�
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
自
ら
の
生
き
が
い
の
充

実
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
念
願
い
た

し
、
併
せ
て
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
安
芸
高
田
市
の
労
働

の
中
核
と
し
て
、
益
々
発
展
さ
れ
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
、
は
な
は
だ
簡
単
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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本
日
、
こ
こ
に
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
平
成
十
九
年
度
通
常
総
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、貴
セ
ン
タ
ー
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
当
所
の
業
務
運
営
に
つ
い
て
、
格
別
の

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
は
、
安
芸
高
田
市
内
の
六

町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
統
合
さ
れ
、
新

た
に
、
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
発
足
し
、
三
年
目
を
迎
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

旧
六
町
の
時
代
は
も
と
よ
り
、
そ
の
間
、
高
齢

者
の
就
業
機
会
の
拡
大
や
地
域
生
活
に
密
着
し
た

独
自
事
業
の
積
極
的
な
取
組
み
な
ど
通
じ
て
、
着

実
な
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
を
始
め

と
す
る
関
係
者
の
皆
様
の
熱
意
と
御
努
力
の
賜
物

で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。さ

て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
本
格
的
な
高
齢

社
会
を
迎
え
、
高
齢
期
に
お
け
る
就
業
や
社
会
参

加
ニ
ー
ズ
の
一
層
の
多
様
化
や
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
地
域
に

お
け
る
高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
機
会
の
確
保
が
緊

急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
問
題
、
つ
ま
り
団
塊
世
代

が
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
時
期
と
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
三
年
間
で
多
く
の
方
々
が
退
職
さ
れ
る
と
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
政
府(

内
閣
府)

に
お
い
て

は
、
昨
年
の
十
二
月
に
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
、

子
育
て
中
の
女
性
、
障
害
者
、
そ
し
て
高
齢
者
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
や
状
態
に
あ
る
方
々
が
、

働
く
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
、
暮
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
障
害
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
取
り
除
く
、

も
し
く
は
そ
の
た
め
の
選
択
肢
を
多
様
化
し
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
方
々
を
支
援
し
て
い

く
た
め
、｢

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
総
合
プ
ラ
ン｣

、

そ
れ
に
伴
う｢

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
総
合
プ
ラ
ン

行
動
計
画｣

と
い
う
も
の
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

簡
単
に
い
え
ば
、
誰
に
で
も
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
よ
う
な
社
会
の
仕
組
み
を
実
現
し
よ
う
と
言

う
取
組
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
高
齢
者
に
限
っ
て
言
え
ば
、
昨
年
、
四

月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
事
業
主
に
六
十
五
歳
ま

で
の
高
齢
者
雇
用
確
保
措
置
、
つ
ま
り
、
定
年
の

引
き
上
げ
や
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
な
ど
が
段
階

的
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

こ
の
確
保
措
置
の
円
滑
な
実
施
及
び
充
実
を
図
る

こ
と
で
、｢

七
十
歳
ま
で
働
け
る
企
業｣

を
推
進

し
、
高
年
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働
く
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
環
境
整
備

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の｢

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
総
合
プ
ラ

ン
行
動
計
画｣

の
中
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
並
び
に
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
が
重
要
な
支
援
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

｢

六
十
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
を
二
〇
一
五
年
に

百
六
十
万
人
増
加｣

と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
の
個
別
行
動
計
画
に
お
い
て
、

｢

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
を
二
〇
一

〇
年
度
ま
で
に
一
〇
〇
万
人｣

と
い
う
目
標
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
が
、
働
き
方
、
学
び
方
、
暮
ら
し
方
に

つ
い
て
の
選
択
肢
を
多
様
化
す
る
た
め
、
高
齢
者
・

団
塊
世
代
の
活
躍
の
場
の
拡
大
な
ど
を
推
進
す
る

重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

｢

自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助｣

の
理
念
を
持
つ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
す
ま
す
地
域
社

会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

当
所
と
し
て
も
、
引
き
続
き
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
が
実
施
す
る
高
年
齢
者
の
雇
用
就

業
を
支
援
す
る
た
め
の
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ

ム
地
域
事
業
に
つ
い
て
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、

貴
セ
ン
タ
ー
と
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
一

層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
今
後
益
々
の
御
発

展
と
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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本
日
は
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
通
常
総
会
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
県
政
発
展
の
た
め

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て

改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
豊

か
な
知
識
や
経
験
を
十
分
に
活
か
し
て
頂
き
シ
ル

バ
ー
の
活
動
、
地
域
の
活
動
に
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
朝
の
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
り
ま
す
と
二
〇

三
五
年
の
日
本
の
人
口
推
計
、
二
十
八
年
先
の
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
日
本
全
体
の
高
齢
化
率
三
十

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
人
口
が
増
え
る
の
は
東
京
と

沖
縄
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
こ
と
で
す
が
広
島
県
も
約
四
十
二
万
人
減
少
す

る
デ
ー
タ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
二
十
八
年
も
経

つ
と
こ
ん
な
に
も
変
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
人
口
減
社
会
が
始
ま
る
と
言
う
話
も

出
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
社
会
か
ら
支
え
ら
れ
る

高
齢
者
で
な
く
、
社
会
を
支
え
る
高
齢
者
に
な
っ

て
い
く
、
理
事
長
か
ら
の
ご
挨
拶
の
中
に
も
ご
ざ

い
ま
す
よ
う
に
そ
の
こ
と
に
本
当
の
重
み
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
安
芸
高
田
市
の
高
齢
化
率
は
三

十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

約
三
十
年
先
の
日
本
の
姿
を
こ
の
安
芸
高
田
市

が
示
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
は
い
ろ
い
ろ
厳
し
い

状
況
、
材
料
が
ご
ざ
い
ま
す
が
皆
さ
ん
の
行
っ
て

お
ら
れ
る
シ
ル
バ
ー
の
活
動
が
全
国
に
先
駆
け
て

行
わ
れ
一
歩
先
に
進
ん
で
い
る
と
ご
理
解
さ
れ
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



会 員 総 会 理事長 総務部会 地域班

互助会 監 事 理事会 事業部会 職群班

事務局 福祉部会

常務理事
事務局長

広報部会

安全・適正就業委員会
事務局次長

管理部門 管理・業務総括 業務部門

総務主任主事 業務主任

庶務・経理補助
本所業務補助

安全適正就業パトロール
指導員､ 見積担当者

入力専門員(本所・支所・出張所)
本所業務補助

支所・出張所

甲田支所
業務

八千代出張所
業務

就業機会創出員
見積担当者

安全適正就業推進員
見積担当者

業務補助
入力専門員

業務補助
入力専門員 美土里出張所

業務
高宮出張所
業務

向原出張所
業務

社団
法人安芸高田市シルバー人材センター組織図 平成19年４月20日現在

６年生の総合学習の時間
に､ ～シルバー人材センター
の活動を通して～というテー
マで勉強をするということ
で６月11日に職員３名が訪
問してきました｡
シルバー人材センターの

会員さんは､ 豊かな知識・
経験・技能を活かして仕事
をすることによって ｢生き
がい｣ をもち､ 地域社会に
貢献しているということを説明しました｡
18名の子供達のキラキラした目が､ 印象的でした｡���������������� 会員さんは､ お年寄りだけがいるのですか？��安芸高田市に住んでいる60歳以上の人､ 元気で働く意欲の
ある人が､ 会員になっています｡�� どんな仕事をしていますか？��草刈り､ 草取り､ 剪定などが多いです｡�� 仕事をする時､ どんなことに気をつけていますか？��安全第一です｡ 特にこれから暑くなると､ 熱中症などに気
をつけなければいけません｡��������

・シルバー人材センターの会員さんは､ 頼まれたことをちゃんとし
ているのですごいなあと思いました｡
・人への思いやりがみんなすごいんだなあと思いました｡
・ぼくも60才をすぎたらみんなと仲良くして町をきれいにしていきた
いです｡
・私も元気なおばあさんになれるかなあと思いました｡

最後に子供達のおじいさん､ おばあさんに“ぜひシルバー人材セ
ンターに入ってもらうよう宣伝してください”と話してきました｡

安芸高田市シルバー人材センター会報2007(平成19)年７月１日

( 5 )

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������



�
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
互
助
会

会
長

春
日
信
次

会
員
互
助
会
の

運
営
・
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
六

町
支
部
の
ご
協
力

を
頂
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

多
忙
な
日
常
、

厳
し
い
財
政
状
況

の
も
と
で
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
全

市
的
な
、
親
睦
・
融
和
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

シ
ル
バ
ー
入
会
の
動
機
に
は
、｢

健

康｣
｢

社
会
参
加｣

｢

経
済
的
効
用｣

等
々
、

さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢
化

社
会
の
到
来
を
迎
え
て
、
シ
ニ
ア
世
代

の
自
立
と
社
会
参
加
が
一
層
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
二
の
人
生
、
意
義
あ
る

も
の
に
し
た
い
も
の
で
す
。
仲
間
と
協

調
し
、
安
全
に
就
業
す
る
た
め
に
は
あ

る
種
の
緊
張
感
が
必
要
で
あ
り
、
老
化

防
止
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
行
事
へ

の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
は

自
身
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
と
も
な
り
ま

す
。｢

一
笑
一
若
、
一
怒
一
老｣

の
例

え
も
あ
り
、
若
返
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
役
立
ち
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
若

輩
も
の
、
心
身
と
も
に
健
康
で
新
た
な

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ア
タ
ッ
ク
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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支部名 事 業 計 画

吉田支部

７月７日 グラウンド・ゴ
ルフ大会

10月７日 グラウンド・ゴ
ルフチャンピオ
ン大会予選会

13日 予備日
10月下旬～11月下旬 親睦

研修会

甲田支部

４月 花見
10月 グラウンド・ゴルフ

大会
11月 親睦研修会

八千代支部
10月 グラウンド・ゴルフ

大会
12月 親睦研修会

美土里支部

10月 グラウンド・ゴルフ
大会

12月 研修会､親睦会
２月 料理教室

高宮支部
10月 グラウンド・ゴルフ

大会
12月 親睦研修会

向原支部

８月 グラウンド・ゴルフ
大会

10月 グラウンド・ゴルフ
大会

11月 親睦研修会

平成19年度事業計画
※各支部の事業計画は､次のとおりです｡

甲
田
支
所
に
は
、
特
別
な
特
色
は
な
い
が
強
い
て
あ
げ
れ
ば
小

原
地
区
に
お
い
て
、
安
芸
高
田
市
よ
り
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
る
大
土
山
田
楽
団
に
よ
る｢

大
花
田
植
え｣

が
毎
年

六
月
の
第
一
日
曜
日
に
華
や
か
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の｢

大
花
田
植
え｣

は
、
電
線
が
な
い
こ
と
か
ら
カ
メ
ラ
愛

好
家
に
評
判
と
な
り
団
体
バ
ス
で
来
甲
さ
れ
ま
す
が
、
食
堂
が
な
い
こ
と
か

ら
地
区
会
員
に
仕
出
し
弁
当
作
り
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

地
区
の
会
員
が｢

あ
じ
さ
い
の
会｣

を
結
成
し
弁
当
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

今
回
は
、
会
長
以
下
九
名
が
前
日
か
ら
下
準
備
を
行
い
、
当
日
は
午
前
六

時
か
ら
弁
当
作
り
を
始
め｢

む
す
び
弁
当｣

を
六
十
五
食
、｢

ば
ら
寿
司
弁
当｣

百
七
十
食
、｢

稲
荷
寿
司
弁
当｣

は
五
十
八
食
分
作
り
ま
し
た
。

米
換
算
に
し
て
一
斗
九
升
分
を
作
業
分
担
し
て
テ
ン
ト
村
に
運
び
ま
し
た

が
、
午
前
十
一
時
に
は
完
売
と
い
う
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

テ
ン
ト
村
に
は
、
独
自
事
業｢

園
芸
部｣

も
花
を
出
店
し
こ
れ
も
好
評
を

得
て
イ
ベ
ン
ト
を
も
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
宣
伝
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
会
員
も
協
力
し
合
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
ら
し
く
温
か
く
楽
し
ん
で
無
事
に
終
了
し
て
よ

か
っ
た
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
後
日
会
計
報
告
を
兼
ね
て
慰
労
会
を
行
う
予
定
で
す
。

平
栗
悦
子

���������四
月
の
あ
る
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
か
ら｢

産
後
の
家
事
の

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が｣

と
電
話
が
か
か
り
ま
し
た
。
私
で
も
お
役
に
立
つ
か
し
ら

と
不
安
で
し
た
が
、
炊
事
、
洗
濯
だ
っ
た
ら
で
き
そ
う
と
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

家
庭
の
様
子
を
前
も
っ
て
知
っ
て
お
き
た
い
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
と

一
緒
に
、
お
家
を
訪
問
し
色
々
と
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
今
日
か
ら
お
手
伝
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
元
気
な
姿
が
目
に
浮
び
い
っ
そ

う
元
気
が
出
て
き
ま
す
。

料
理
は
ど
の
よ
う
に
味
付
け
す
れ
ば
子
供
さ
ん
達
に
も
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら

え
る
の
か
、
色
々
と
考
え
な
が
ら
心
を
こ
め
て
一
生
懸
命
に
作
り
ま
し
た
。

洗
濯
物
も
小
さ
い
も
の
は
よ
じ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
伸
ば
す
の
に
時
間
が

か
か
り
、
又
直
射
日
光
を
受
け
て
干
す
の
で
汗
が
顔
を
流
れ
、
目
に
入
る
の
を
拭
き
な
が
ら
少
し
で
も
時
間

を
か
け
な
い
よ
う
に
と
、
が
ん
ば
っ
た
も
の
で
す
。

日
に
日
に
成
長
し
て
い
か
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
、
楽
し
く
お
手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
あ
る
か
ぎ
り
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
矩
枝
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今
年
度
よ
り
支
所
、
出
張
所

の
事
務
局
体
制
が
一
人
と
な
り

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
を
は
じ

め
お
客
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

作
業
に
着
手
す
る
前
に
作
業

代
金
を
見
積
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
草
刈
り
作
業
の
場

合
、
面
積
を
算
出
す
る
の
に
測

定
器
を
使
っ
て
、
見
積
担
当
者

と
現
場
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

時
に
は
、
ヘ
ビ
等
が
出
て
腰
を

抜
か
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
々
見
積
の
勉
強
を
し
て
、

一
日
も
早
く
、
見
積
の
積
算
が

一
人
立
ち
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

吉
野
美
知
子

�����������高
宮
地
域
で
は
去
る
六
月
二
十
二

日
職
群
班
の
草
刈
り
、
剪
定
の
各
正

副
班
長
会
議
を
開
い
た
。
三
時
間
余

に
及
ぶ
意
見
交
換
と
な
っ
た
。
世
間
で
も
話

題
と
な
る
高
齢
化
時
代
の
反
映
で
農
家
に
お

け
る
労
働
力
の
衰
退
と
意
欲
の
喪
失
が
進
ん

で
い
る
中
で
、
会
員
へ
の
期
待
も
高
い
一
方

で
、
経
済
力

(

年
金
頼
り)

の
減
も
考
え
ら

れ
、
見
積
り
額
の
上
昇
等
に
よ
る
発
注
者
の

と
ま
ど
い
も
感
じ
ら
れ
、
職
群
班
長
を
悩
ま

す
場
面
も
多
い
と
聞
か
さ
れ
た
。
会
議
も
遠

慮
気
味
な
意
見
も
出
る
反
面
、
会
員
の
労
働

対
価
も
安
価
に
設
定
す
る
に
も
限
度
が
あ
り
、

今
後
草
刈
り
に
限
定
し
て
早
急
に
検
証
を
必

要
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

藤
川

操

｢

本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。｣

安
心
し
た
様
子
で
話
さ
れ
た
の

は
、
先
日
草
刈
り
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
Ｍ
さ
ん
。

下
見
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た

時
、｢

私
も
腰
痛
が
あ
り
ま
す
か
ら
ネ
。

草
が
伸
び
て
く
る
と
気
に
な
っ
て
、
気

に
な
っ
て
。｣

と
、
本
当
に
困
ら
れ
た
様

子
で
し
た
が
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
、

こ
ち
ら
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
美
土
里
町
で
は
、
こ

う
い
っ
た
依
頼
が
ほ
と
ん
ど
で
、
高
齢

者
が
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
と
い
う
現

状
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
暑
く
な
る
に
つ
れ
、
草

刈
り
、
剪
定
も
最
盛
期
に
入
っ
て
き
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
身
体
に
気
を

つ
け
、
無
理
を
せ
ず
、
就
業
し
て
も
ら

い
た
い
と
願
い
ま
す
。

土
居
森
祥
会

����������市
の
上
水
道
の
使
用
量
検
針
を
始
め
て
数
年
に
な
り
ま
す
。
二
ヶ
月
に
一
度

の
訪
問
で
す
が
、
私
が
行
く
の
を
心
待
ち
し
て
い
て
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
下
さ

る
人
も
あ
り
ま
す
。

時
に
は
鎖
が
切
れ
た
犬
に
追
い
か
け
ら
れ
ビ
ッ
ク
リ
！

今
で
は
手
な
ず
け
て
ニ
ン
マ
リ
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

水
洩
れ
を
お
知
ら
せ
し
て
も
、
も
う
何

年
も
同
じ
だ
か
ら
と
な
か
な
か
信
用
し
て

も
ら
え
な
い
こ
と
も
…
…
で
も
修
理
さ
れ

た
ら
三
分
の
一
と
な
り
料
金
が
安
く
な
っ

た
と
感
謝
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

良
い
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋

根
下
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
一
メ
ー
ト

ル
も
積
っ
た
雪
を
か
き
わ
け
て
探
し
た
一

月
検
針
、
梅
雨
明
け
の
ジ
リ
ジ
リ
の
炎
天

下
を
歩
く
七
月
検
針
と
頑
張
っ
て
い
る
昨

今
で
す
。

上
岡

晃
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社
保
庁
の
年
金
記
録
漏
れ
、
牛
肉
加
工
品
偽
装

事
件
等
々
真
剣
、
真
面
目
さ
が
欠
落
し
て
い
る
よ

う
に
受
止
め
て
い
ま
す
。
市
シ
ル
バ
ー
は
事
務
局

体
制
を
従
来
の
支
所
三
名
、
出
張
所
二
名
か
ら
十

九
年
度
に
お
い
て
は
止
む
を
得
ず
支
所
、
出
張
所

一
名
に
し
、
出
張
所
に
お
い
て
は
水
曜
日
は
勤
務

し
な
い
日
と
定
め
閉
所
し
て
い
ま
す
。
良
策
と
は

考
え
ま
せ
ん
が
、
現
下
の
諸
般
状
況
の
許
す
範
囲

で
工
夫
し
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
職
員
間
の
連
携

を
図
り
乍
ら
、
意
志
の
疎
通
を
密
に
す
る
た
め
本

所
へ
週
一
日
勤
務
す
る
こ
と
と
し
約
四
ヶ
月
が
経
っ

て
お
り
ま
す
。

事
業
部
会
に
お
い
て
は
見
積
、
請
負
に
つ
い
て

調
査
研
究
委
員
会
の
設
置
、
剪
定
の
手
引
き
、
除

草
作
業
の
手
引
き
等
見
積
、
請
負
の
準
備
も
整
い
、

現
場
で
下
見
が
出
来
る
形
式
に
つ
い
て
も
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
姿
勢
も
確
立
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

細
か
く
は
偽
装
請
負
、
発
注
者
か
ら
命
令
指
揮

を
受
け
て
い
な
い
か
等
、
法
律
に
抵
触
し
な
い
範

囲
で
会
員
が
頑
張
り
、
励
み
、
前
進
し
た
い
も
の

で
す
。
時
化
の
海
に
立
往
生
し
航
行
出
来
る
か
不

安
な
一
面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
下
さ
い
。

広
報
部
会

���� 吉
田
町

木
下
義
雄
様(

８
月
４
日)

向
原
町

西
岡
昭
治
様(

３
月
28
日)

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

���� ��������
2200�袋袋220000円円 4400�袋袋335500円円������ �������� ※軽四ダンプ１台

3000円で
※広島市近郊の配
達サービスは､
50袋以上のご注
文とさせていた
だきます｡

�
�������������������������
��������������������
��������������
���������������
�������������

���������������
�������������

���������������������������������������������������
新聞等の報道でご存じのとおり､ 小・中学生が下校時に､
不審者に襲われる事件や未遂が全国的に発生しています｡
安芸高田市内においても､ 『声かけ事案』 が発生しました｡
シルバー人材センターとしても､ ｢子ども達のため｣・｢地
域のため｣ に活動したいと考え､ 地域防犯の手伝いを現在
実施しております｡ 地域の安全 (見
守り) に協力 (活動) いただける方
は､ 再度各拠点事務所へ 『腕章』 を
準備しておりますので､ お手数です
が取りにきていただき､ 地域を見守っ
ていただきますようお願いします｡

����������������������������������������������������������
���������������������������������������

���������������������������������������������

��������
7／1～7／31

・安全標語の募集
・安全適正就業講習会�����������
・交通安全指導講習会���������
・安全パトロール

■開催日時
平成20年2月2日(土) 10:00～16:00
■開催場所
広島県立ふくやま産業交流館 C･Dホール
■催事内容
会員作品展示 独自事業紹介 会員手作り品販売
地域特産品販売 SP事業実演 (介護実習､ パソコン)
リフォーム・ファッションショー シルバー事業の紹介 等

����������


